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グローバリゼーションの多様性と南アジア文化の環流
近年の文化人類学におけるグローバリゼーション研究で

は、欧米発の政治・経済システムが世界を席巻し、文化の画
一化を起こしていくとする西洋中心主義の見方を批判し、ア
ジア・アフリカ地域における多様性・重層性に目を向けよう
とする動きがある。具体的に言えば、欧米を発信源とする
「大文字のグローバリゼーション」だけでなく、近代以前から
欧米の外で形成された交易ネットワークなどが作り出す「プ
ライマリー・グローバリゼーション」といった複数のグロー
バリゼーションが絡み合い、各地でどのような現象が生成
しているかをみていく必要があるというものだ（三尾・床呂　
2012）。
欧米以外を起点としたグローバリゼーションについて考え

るという点では、本研究も同様の問題意識を持っている。三
尾（2011）が指摘し、筆者が本誌 139号でも述べたように、
南アジア地域（特にインド）を起点として欧米に向かい、形
を変えながら再び南アジアに戻る、あるいは他の地域に向
かっていく文化の「環流」のプロセスがある。その中で「イ
ンド的なるもの」が形成され、グローバルに広がっているこ
とに我々は着目している。これまでの 2年半にわたる事例の
検討を通じて、インド舞踊や音楽などの芸能にも環流現象が
みられることがわかってきた。
文化のインドからの環流を考えたとき、その基盤となるも

のが 2点挙げられる。1つが世界に広がるインド系移民のネッ
トワークであり、もう 1つが 1990年代以降に現れた新しいメ
ディア状況の形成である。本稿では、インドにおけるメディ
ア状況と芸能の現在について、これまでに本研究会メンバー
が報告した事例も参照しつつ考
えてみたい。

インドにおけるメディア状況の
変化
インドのメディア状況は、

1990年代初頭の経済自由化と
同時期に劇的に変化し始めた。
その契機となったのは、衛星放
送の開始である。1947年の独
立以来、インドのメディアは
国家のコントロール下にあっ
た。規制があっても民間資本が
主体だった新聞と映画に対し
て、テレビ放送については、国
営放送ドゥールダルシャンによ
る独占状況が長く続いた。それ
が 1991年、香港に拠点を置く
衛星放送局 STAR TV（以後、ス
ター TV）が通信衛星 Asia Sat 

1により放送を始めたことで、状況に変化が起こったのであ
る（Athique　2012　他）。スター TVに続き、日本のソニー・エ
ンターテインメント・テレヴィジョンやインド資本の Zee TV

が衛星放送市場に参入した。更にタミル語など、ヒンディー
語以外の地域語放送局のチャンネルが急激に増えた。ローカ
ルなケーブル会社が衛星放送信号を受信し、各家庭にケーブ
ル・ネットワークを介して独自にパッケージ化した多チャン
ネルの番組を配信するシステムにより、特に都市部に住む
人々が月極め料金で無数の番組を視聴できるようになった
（現在は各家庭がチューナーとアンテナを購入する直接衛星放
送のサービスも提供されている（塙　2006））。この現象はイ
ンド国内に留まらず、多くの放送局が海外のインド系移民に
対するサービスを開始した。スター TV、ソニー、Zee TVな
どヒンディー語放送を中心としたチャンネルを主とする放送
局に限らず、地域語放送のチャンネルも各言語を母語とする
人々向けに放送を行っており、インド発の多様な情報の流れ
を生み出している。たとえば Zee TVだけでも 10以上のチャ
ンネルを展開しており、169ヶ国、6億 7千万人の視聴者がい
るという（http://www.zeetelevision.com/about-us/about-zee.

html　2013年 9月 5日閲覧）。
2000年代に入ってからは、利用料金と端末の低廉化が進

んだ結果、携帯電話が爆発的に普及した（Jeffrey and Doron 

2013）。近年では、通話だけでなく、音楽や映像を楽しむこ
とができるマルチメディア対応の端末利用が都市部を中心に
増えている。低所得者はインターネットを利用して音楽や映
像コンテンツのファイルを自分でダウンロードするのではな
く、端末販売店で端末にコピーしてもらうことが多い（Smyth 

et al. 2010）。
映画については、衛星放送

開始以前にも大衆のメディアと
して力を持っていたが、衛星放
送開始後に家庭でも簡単に視聴
できるようになり、影響力が更
に大きくなった。音楽専門チャ
ンネルでは歌と踊りのシーンが
ミュージック・ビデオのように
繰り返し流されるようになっ
た。映画の挿入歌は、1980～
90年代はカセットテープ、それ
以降は CDで販売されていたが、
近年、人々は携帯端末に音楽
ファイルをダウンロードするよ
うになった。このように、様々
なメディアの拡大により、コン
テンツの消費とでも呼べる状況
が生まれた。

ロンドンのボリウッド・ダンス・スクールのホームページ。インド映画
の中心地で、製作スタジオが集まるボンベイ（現ムンバイ）とハリウッ
ドを掛け合わせた「ボリウッド」は、インド映画を象徴する言葉として
よく使われる（http://www.honeysdanceacademy.com/　2013年 9月
5日閲覧）。
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新たなメディア状況と芸能の現在
新たなメディアのあり方は、インドにおける芸能を取り巻

く状況を大きく変化させた。緊密な師弟関係の中で継承され
てきた音楽や舞踊の技や知識が、ミュージック・スクール、
ダンス・スクールの形で一般に開放されるようになったので
ある。この状況を生み出す一因となったのは、テレビで放映
される一般参加型音楽オーディション番組 Indian Idolや、ダ
ンス・オーディション番組の Dance India Danceの存在だろ
う。番組の中では、古典音楽、ポップ・ミュージック、様々
な舞踊の形式が参加者により披露される。この混淆状態は、
インド映画の挿入歌に合わせたダンスのシーンにも共通して
いる。テレビ番組のフォーマットは、地域の学校や祭礼にお
ける歌やダンスのコンペティションとして再現される。都市
部では子どもや若者に「ボリウッド・ダンス」を教える講師
がいて、一般の需要に応えている。ボリウッド・ダンスはイ
ギリス、アメリカ、そして日本にまでも広がっている。
一方、ローカルな芸能も、メディアに乗って芸能が消費

される現状と無縁ではいられない。小西公大（東京外国語大
学）は、インド北西部に広がるタール沙漠のムスリム楽士集
団マーンガニヤールの女性たちの間で歌い継がれてきたレモ
ンをめぐる唄が、コミュニティの folk songとなり、最終的に
はインド映画の挿入歌（film song）として広く消費の対象と
なるプロセスを、人々の唄に対する解釈と歌詞の変化を考察
することで明らかにしている。元々レモン唄は、婚姻儀礼で
女性たちが特定のフレーズを繰り返すものであり、内容は、
なかなか手に入りにくいレモンを妻が夫にねだるというもの
だった。この唄はマーンガニヤールの歌手、Gazi Khanによっ
て編曲され、コミュニティの定番曲となる過程を経て、最終
的にはヒット映画 Hum Dil De Chuke Sanam（1999年、邦題
『ミモラ～心のままに』）の挿入歌 “Nimbooda（レモン）” に
形を変えた。人気女優のアイシュワリヤ・ラーイが踊ること
で定番のダンス・ナンバーとなったのである。映画版レモン
唄の歌詞では、ローカルな文脈が消去され、視覚的にはラー

ジャスターン地方を思わせるが、どこか特定できない場所で
華やかな踊りが繰り広げられる。マーンガニヤールは、1980

年代から、パトロン・クライアント関係を離れ、観光客に対
する演奏活動を行うようになった。エキゾチックな砂漠の楽
士集団というイメージは、映画というメディアに乗ったレモ
ン唄とともに国境を越えて広がり、外部からの視線を受けて
マーンガニヤールの実践も変化していっていると言える。
新たなメディア状況は、インドに限らず、他の南アジア地

域でもみられる。本研究会は、あと 1年強を残すばかりであ
るが、ミクロな芸能と芸能実践の変化を捉えることで、南ア
ジア的なグローバリゼーションの特徴を明らかにしていきた
い。
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